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●点 鐘       会長 堀口 裕之 
●ロータリーソング     奉仕の理想 
●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 
●ビジターの紹介 
国際ロータリー第 2630 地区  
ガバナーエレクト    玉野 英美 様 

（桑名北ロータリークラブ） 
国際ロータリー第 2630 地区次期代表幹事 

安田 健三 様 
（桑名北ロータリークラブ） 

国際ロータリー第 2630 地区次期研修・学習 
委員会     委員長 北川 由幸 様 

（高山ロータリークラブ） 
●会長の時間     会長 堀口 裕之 
 本日は出席プログラム委員

会の担当例会で 4 月 12 日に行

われました地区研修協議会の

報告をなんと玉野ガバナーエ

レクトの前で行うという誠に

大胆な例会企画となっており

ます。平林委員長どうぞよろし

くお願いいたします。 

  ロータリーの特別月間テーマ４月は「環境」で

す。『ロータリーは人と環境との調和を促す活動を

支援する』とあります。今回は『調和』について今

一度お話ししたいと思います。私の年度のテーマ

は「美しき調和 beautiful harmony」です。高山中

央ロータリークラブの会員一人ひとりが楽しくロ

ータリー活動が行えるように調和のとれたクラブ

運営に努めたいと考えてこのテーマを掲げました。

7月の第 3例会では「予定調和」についてのお話を

させていただきました。私は「ロータリーの例会に

参加すれば必ず感動がある」と言った「予定調和の

感動」を大切にしたいと考えています。 

 経営の神様と言われている稲森和夫氏の言葉で

す。人生においても仕事においてもすばらしい結

果を生み出すためには、ものの考え方、心のあり方

が決定的な役割を果たします。人を成功に導くも

のは、愛と誠と調和という言葉であらわされる心

です。こうした心は、私たち人間がもともと魂のレ

ベルでもっているもので、「愛」とは他人の喜びを

自分の喜びとする心であり、「誠」とは世のため人

のためになることを思う心、そして「調和」とは自

分だけでなくまわりの人々みんなが常に幸せに生

きることを願う心です。 

この愛と誠と調和を尊ぶ心から出てくる思いが、

その人を成功に導いていく基盤となるのです。 

 自分だけでなくまわりの人々みんなが常に幸せ

に生きることを願う調和の心で今後のクラブ運営

に努めて参りたいと思います。 

 
●幹事報告      幹事 高橋 厚生 
◎国際ロータリー第 2630地区

ガバナー事務所より 

・ゴールデンウイーク休暇の

お知らせ 

5月 1日（木）～6日 

（火・祝）まで 

 

○ロータリー米山記念奨学会

より 

・ハイライトよねやま 301 

 

○伊勢ロータリークラブより 

・第 48回インターアクト年次大会開催のご案内 

日時：8月 4日（月）～5日（火） 

場所：神宮会館 大講堂 

 

○高山ロータリークラブより 

・例会変更のお知らせ 

5月 1日（木）休会 

5月 22日（木）新緑家族例会 洲さき 

◆会長  堀口 裕之  ◆幹事  高橋 厚生  ◆会報委員長 中屋 出  ◆会報担当 角竹 正至 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1390 回 

52 名 52 名 41 名 ----- 78.85％ 

前々回 

1388 回 
53 名 53 名 41 名 0 名 77.36％ 

 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

＜出席報告＞ 

 

2024～2025 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

美しい調和  「beautiful harmony」 

 

WEEKLY REPORT 
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5月 29日（木）休会 

 

○高山西ロータリークラブより 

・例会変更のお知らせ 

5月 2日（金）・5月 9日（金）休会 

 

＜会報＞ 

・高山西ＲＣ  ・下呂ＲＣ 

 

＜挨拶＞ 
国際ロータリー第 2630 地区 
ガバナーエレクト    玉野 英美 様 

（桑名北ロータリークラブ） 
皆さん改めましてこんにちは。

本日は貴重なお時間をいただき

まして誠にありがとうございま

す。 

まずは１２日の地区研修協議会

にご参加いただいた皆様ありが

とうございました。 

お天気は大変よろしい日でよか

ったとは思いますが、高山からは二時間半ほどの

道のりということで、遠方よりご足労をいただき

まして感謝を申し上げます。 

先ほど剱田パストガバナーからもお話がありまし

たように、私共、ただいまガバナー補佐予定者訪問

を実施しております。岩本予定者には７月から大

変お世話になります。現在１２グループのうちの

１１か所目ということでございますが、本日の道

中も満開の桜が大変よかったなと思っております。 

また来年度も合同例会など様々な場面において皆

様のもとへお邪魔することとなりますのでどうぞ

よろしくお願い致します。 

剱田さんが３回目のガバナーをされるのかなーと

いうようなお話もありながら、昨日篠原ガバナー

の時のビデオを拝見しながら仕事をしておりまし

た。２０１６年と２０２０年にガバナーをされた

時のガバナー補佐が二回とも私共桑名北ロータリ

ークラブから排出しております。ですから高山中

央ロータリークラブとは本当にご縁があるんだな

ーと感じております。 

先ほどのフォーチューンクッキーに関しましては、

去年の地区大会でわたくしも踊らせていただいた

んですね。そこで剱田さんも「うちもみんなでやっ

たよー」ということで、今日もあのような映像を見

せていただいたのかなと思っております。 

わたくしは大変フランクな人間で、堀口会長のよ

うにうまくしゃべれませんけれども、この７月か

らは楽しく活動をしてまいりたいと思っておりま

すので、ぜひご協力のほどお願いいたします。 

次期代表幹事もご覧のような風貌をしております

けれども、楽しい方でございますので、どうぞ仲良

くしてあげてください。 

本来であれば明日ゴルフに参加させていただきた

かったのですが、残念ながらインターアクトの姉

妹クラブの地区大会に参加しなければならず、ご

一緒できません事お許しください。また是非次回

お呼びいただければと思います。 

次年度大変お世話になりますが、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

●出席プログラム委員会  
委員長 平林 英一 

 

＜地区研修協議会 報告＞ 
中屋 出 

2025年 4月 12日の地区研修・

協議会に参加いたしましたの

で、ご報告させていただきま

す。私は次年度、高山中央クラ

ブの奉仕部門担当理事を拝命

いたしました。また、国際ロー

タリー第 2630 地区の奉仕プロ

ジェクト部門の社会奉仕委員

を 2023年度より務めておりますので、両方の立場

として参加しました。 

会場は三重県桑名市の柿安シティホールで行わ

れました。会場の入り口では、桑名のロータリーメ

ンバーから温かく歓迎され、玉野ガバナーエレク

ト自らのお出迎えもあり、少し立ち話をする機会

をいただき、とても嬉しかったです。 

開会セッションでは亀井ガバナーの現況報告が

あり、日本の人口減少についての話がありました。

何十年も前から警鐘されていた問題がいよいよ現

実となり、目の前に刀を突きつけられているよう

な危機感を改めて感じました。 

第 1セッションでは玉野ガバナーエレクトから、

次期テーマや地区活動方針についてお話がありま

した。「RISE with ROTARY」のテーマのもと、高山

中央クラブや私が地域に貢献できることをしっか

りと努めようと強く感じました。 

第 2 セッションでは各委員会別に分科会が行わ

れ、私は奉仕プロジェクト部門の分科会に参加い

たしました。もともと奉仕プロジェクト部門は国

際奉仕委員会と社会奉仕委員会の 2 委員会から構

成されていましたが、2024-25年度からは青少年奉

仕委員会も加わり、3つの委員会として活動を行い

ます。総勢 20 人のメンバーが 2630 地区の各地か

ら集まり活動しています。 

まず太田奉仕プロジェクト委員長から統括的な

話をいただき、その後各委員会から活動計画につ

いての説明がありました。国際奉仕委員会では、当

クラブの清水幸平副委員長が 2025-26 年度の国際

奉仕委員会の 2 つの方針についてわかりやすく説
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明してくださいました。 

1つ目は、地区クラブに対して「世界で良いこと

をする」ために、奉仕プロジェクト（DCS）補助金

を活用した国際奉仕活動の強化・推進をサポート

することです。2つ目は、地区クラブの協力と相手

国との協議を通じて、東南アジア 5 カ国を対象と

したグローバル補助金事業を推進することです。

これまではタイへの支援活動がメインでしたが、

今後はタイのクラブを中心に、周辺国のベトナム・

カンボジア・ラオス・ミャンマーにも支援を広げる

ことを進めていきます。一つのクラブでは金額の

負担が大きいですが、複数のクラブが手を取り合

うことで 500〜1000 万円規模の大きなプロジェク

トが可能となりますので、高山中央クラブでもこ

の先検討していくことが重要だと感じました。 

社会奉仕委員会は「地域に物心で奉仕」のテーマ

に基づき、3つの活動を進めていきます。1つ目は

「奉仕活動を共有し切磋琢磨」です。昨年度、各ク

ラブの社会奉仕活動についてアンケートを行い、

各クラブの活動内容を地区ホームページで閲覧で

きるようにしました。大変参考になりますので、ぜ

ひ閲覧し、高山中央クラブでも今後の活動の参考

にしていきます。2つ目は「子どもの居場所づくり

事業」の協力です。昨年度は各地での「子どもの居

場所づくり事業」の調査を行いました。今年度は支

援団体とロータリークラブのマッチングを行うた

めのホームページを立ち上げる予定です。5〜6 月

を目処に運用を開始します。3つ目は「卓話で活動

説明」です。各クラブから依頼があれば、メンバー

が出向き、社会奉仕委員会の活動について説明い

たします。 

青少年奉仕委員会は「より良き未来の投資、ロー

タリー発展に不可欠の奉仕、地域でロータリーを

知っていただく広報にもなる」をテーマに、社会奉

仕委員会と合同で子どもの居場所づくり活動を中

心に進めていきます。 

最後に DCS 補助金について説明がありました。

2023 年に世界社会奉仕（WCS）補助金が廃止され、

奉仕プロジェクト（DCS）補助金に変更されました。

こちらは世界ではなく国内の奉仕プロジェクトに

使用できる補助金で、ロータリー財団の補助金と

は別のものです。奉仕プロジェクト部門委員会が

受け付け、ガバナーが交付決定を行います。事業費

の 2分の 1で上限額は 15万円となり、周年事業や

継続事業にも申請が可能です。ただし、地区補助金

事業と重複して申請はできない点にもご注意くだ

さい。次年度 35周年を迎える高山中央クラブでも

利用できますので、ぜひご検討ください。 

以上で地区研修・協議会の報告を終了いたします。 

 
 
 

水口 邦博 
皆さま、こんにちは。 

4月 12日に開催されましたロー

タリークラブ 2630 地区の地区

研修・協議会について、簡単に

ご報告させていただきます。 

昼食を終え、開会セッション

の後、第 1 セッションが始まり

ました。 

ガバナーエレクトである玉野さんより、ＲＩエレ

クトの基本的な考えや方針等を説明していただき

ました。 

そのなかで、来期はキャッチやロゴを作らず、「よ

いことのために手を取りあおう」といったメッセ

ージで活動を進めて行く事をお聞きしました。 

諸々のお話をお聞かせいただいた後は、遠く離

れた別会場に移動し、公共イメージの分科会にて

第 2セッションがスタートいたしました。 

内容としてはやはり、幅広い広報によって認知度

をＵＰし、最終的には会員増強へと繋がるような

方針を聞かせていただきました。 

Ｗｅｂでの活動記録やＳＮＳの投稿など、これと

いった革新的な方法はお聞きできませんでしたが、

その中で一つ、アナログな方法ですが個人的に気

になる方法がありました。 

駅など多くの方々に向けてロータリーロゴの入っ

た看板を設置するといった内容でした。 

具体的な内容としては、「ようこそ飛騨高山へ」等

といった一般的な内容ですが、そこにロータリー

ロゴを入れる事で、見た人に潜在的な周知ができ

るといった効果が見込めます。 

即効性はありませんが、多くの方の目につき、頭の

片隅に残ることで、将来何かしらのご縁が巡って

きたときに、ロータリーの存在をしっかりと捉え

ていただけるのではないでしょうか。 

機会があればチャレンジしてみたいと思います。 

また、セッションの最後に他クラブにて起こっ

た詐欺事件についてお話がありました。 

周知という意味ではかなりの効果があったのです

が、やはりネガティブなイメージでの周知で、ここ

からのポジティブなイメージ回復は非常に大変だ

とお聞きしました。 

更にマイナスに進まないよう、個人個人の行動に

も気を付けなければいけないと思います。 

最後に閉会セッションを終え、無事に高山へ到

着。 

貴重な一日となりました。 

ご清聴ありがとうございました。 
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益田 大輔 
４月１２日に柿安シティホテ

ルにて開催された。青少年育成

分科会では、ローターアクト、

インターアクト、青少年交換に

ついて活動報告がなされた。ロ

ーターアクトクラブとは、18歳

以上の人たちが集まって、地域

社会のリーダーと意見交換を

したり、リーダーシップと専門的なスキルを育ん

だりしながら、楽しく奉仕を行う活動である。ロー

タリーとローターアクトの会員は、世界各地で奉

仕を通じて共に行動し、多くの地域社会に変化を

もたらしている。２６３０地区は日本の中ではロ

ーターアクトの活動が盛んな地域である。インタ

ーアクトクラブとは、年齢 14 歳から 18 歳までの

青少年を対象とする国際ロータリーの奉仕クラブ

で、「奉仕と国際理解」をテーマに様々なボランテ

ィア活動に取り組んでいる。学校の部活動の位置

づけであり、主な活動は、例会と募金活動、地域清

掃活動、海外研修参加などがある。国内外のインタ

ーアクターと知り合えるメリットがあるが、全国

的に活動は縮小傾向である。２０２６年に益田清

風高校で年次大会が控えており、高山中央ロータ

リーの役割も問われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日はお世話になります。次年度から大変お世

話になりますがよろしくお願い致します。 

国際ロータリー第 2630地区ガバナーエレクト 

玉野 英美 様（桑名北ＲＣ） 

次期地区代表幹事      安田 健三 様 

（桑名北ＲＣ） 

 

玉野英美ガバナーエレクト、安田健三次期地区 

代表幹事、北川由幸次期地区研修学習委員長、ご

来訪を歓迎致します。     役員理事一同 

 

玉野ガバナーエレクト、安田次期地区代表幹事、

北川次期地区研修学習委員長、本日はお越し頂

きありがとうございます。よろしくお願い致し

ます。             岩本 正樹 

 

春の高山祭も終わり春満開、桜も満開ですが、松 

尾芭蕉の桜を詠んだ句に好きな一句があります。 

「さまざまなことを思いだす桜かな」楽しいお 

もいで、あわいおもいで、にがいおもいで、人 

様々ですが今日は誕生日祝いありがとうござい 

ます。             鶯塚 英雄 

 

4/21のシングル記念コンペの際は、大変お世話 

になりました。天候にも恵まれ盛会に終える事 

が出来ました。当クラブに入会したご縁で発起 

人の島さんをはじめとする大先輩方に出会え、 

導いて頂いたお陰です。心より感謝致します。 

ただ、当日は地区研修協議会と重なってしまい 

申し訳ありませんでした。そして昨日、今シーズ 

ン最初の月例杯において自己ベストを更新し優 

勝する事が出来ました。一大行事を経験させて 

頂いたお陰で一皮むけたかな！と自負しており 

ます。皆様への感謝の意と今後さらに精進して 

参る決意を込めてニコニコへ。  今井 哲也 

 

4/12今井君シングル記念コンペに参加させて頂 

きありがとうございました。楽しかったです。今 

後更なるご活躍を期待しています。 周 信夫 

 

4/13 はぐるま会にて優勝させて頂きましたので。 

 三枝 祥一 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


